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○=休診日 ★=診療時間変更 

                

『ばあちゃん』               院長メモ 

 

「ばあちゃん、わかる？俺だよ！こうへいだよ！帰ってき

たよ」 

ベッドの脇に座り込んだ孫のこうへいが、クニさんの白髪

まじりの頭を指先で撫でながら呼びかける。 

金に染めた孫の頭髪とクニさんの白髪頭が時々交差し、

部屋の隅に置かれたストーブの上のやかんがカタカタと

鳴った。 

「もっと早く帰って来たかったけれど、帰ってくる金が出来

なくてさ・・・ばあちゃん、ごめんな、ごめんな・・・」 

十年程前、孫は何をするでもなく郷里でしばらくフラフラ

した後、何の目的もなく東京に出て行った。心配し、オロオロする家族の中で、クニさんだ

けは「なーに、どこに居たって何をしてたって、元気でさえいればそれでいい。」と言い続

けた。クニさんは６人もの子供を授かったが、孫には恵まれずこうへいはたった一人の内

孫である。 

「俺さぁ、いっぱしになって、“今これやっているよ”と、ばあちゃんに言えるようになってか

ら会いに来ようと思ってて・・・」と言いながら、まだ何者にもなっていない孫が、肩を振る

わせて泣いた。耳のピアスが小さく揺れ、クニさんの手にポタポタと涙が落ちた。 

「ばあちゃんいつも優しかったけど、時々俺がクソババアと言うと、クソガキ（！）と言い返

したっけね・・・」取り留めもない話をクニさんに語り続ける。 

二人が会って間もなく呼吸も止まりクニさんは静かになっていたが、孫とクニさんの会話

が終わるまで私の出番はない。 
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  こむらがえり〜足がつった時の対処法〜  

指導：千葉大学大学院医学研究院整形外科学	 助教	 赤木	 龍一郎	 

（日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ	 No.462」より抜粋）	 


